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事業概要

1. 期間
開始 ：（西暦）2020年10月
終了（予定）：（西暦）2025年3月

2. 最終目標

3.成果・進捗概要
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炭素繊維の低コスト化（すなわち，水素貯蔵タンクの低コスト化）によるFCVの普及への貢献を目的とし、本研究
(炭素繊維開発)の最終目標10$/kgの製造コストで実用化する2030年※に引張弾性率290GPaと強度5.8GPa
を実現（PJ期間は，それぞれ， 240GPaと強度4.8GPa ）を目標とする．加えて，XPSでのO/C値、フラグメン
テーション試験での界面剪断強度(IFSS）(対エポキシ樹もしくはポリアミド６）で市販品と同等以上を達成する。目
標達成後には、水素タンク製造コストの大幅削減が見込まれ、副次的効果として炭素繊維低コスト化による二酸化
炭素大幅削減も期待できる．

東海国立大学機構と九州大学が両輪で別々の観点から新前駆体の観点から開発を進める中で，補完的要素技
術として京都工芸繊維大学，東京工業大学，産業技術総合研究所によって原料に関する調整技術，製造条件
の最適化に有益な情報を取得するための解析技術開発も進めている．

2021年6月までに設定した中間目標物性値（引張弾性率170GPaと強度1.7GPaおよびO/C値とIFSSについて
市販品の８割）を達成！！



• 本事業を実施する背景や目的

3

１．事業の位置付け・必要性



• 本事業の位置づけや意義、必要性
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１．事業の位置付け・必要性

・ベンチマーク（国内外）結果との比較

近年の低コスト炭素繊維開発は下記論文にレビューとしてまとめられている．

米国（オークリッジ国立研究所）と豪州（Carbon Nexsus）の活動が活発であるが，我々が掲げる2024
年3月に向けての中間目標２は未達である．また，PAN以外から20$/kg以下の低コストで我々が掲げる中
間目標１も未達である．（我々はすでに達成）．海外勢が苦戦を強いられている中で，炭素繊維開発の先
進国である日本のチャンスである一方で，我々のPJは国内の新炭素繊維開発の最後の砦である．



• 本事業の位置づけや意義、必要性
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１．事業の位置付け・必要性

・産業界等のニーズ対して、研究開発目標レベルが妥当かどうか

１．産業界ニーズとの合致度

既に，10社からの関心表明書の提出をいただいており，産業界からの関心（ニーズ）の高さは確か
である．産業界のニーズとの合致度は極めて高い．

２．産業界ニーズとの貢献度

推進委員会には関心表明書を提出をいただいた企業様（NDAも締結済）にアドバイザーとして参
加して頂いて情報共有を行っている．今年度の終盤以降には試料提供も検討中である．東海国
立大学機構内に2022年１月目標でFuture Fiber Factory（FFF）が設置される予定である（
すでに認可済）．本プロジェクトの実施拠点の一つとしてFFFを活用し，産業界との連携体制を強
化する．参画機関には，本プロジェクトの成果物をCFRPに応用する技術開発をFFFで進められる
体制を整備中である．

結論：自動車メーカー２社，炭素繊維製造企業２社からの関心表明からも明白な通り
本研究開発には産業界の高いニーズが認められる．国策レベルでの研究開発が必須！



• 研究開発の目標と目標設定の考え方（根拠）
• 研究開発のスケジュール
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2 ．研究開発マネジメントについて

（中間目標：2023年度末）
PAN系炭素繊維の汎用グレード品同等．
自動車の車体用構造材料としては用途を十分に
満たす力学物性である．

（中間目標：2024年度末）
中級グレード品同等の値.
航空機用途品と同等の物性値．



• 研究開発の実施体制
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2 ．研究開発マネジメントについて

NEDO

アドバイザー 1, 2
自動車企業等委託先１

東海国立大学機構
(A)新規前駆体Aからの炭
素繊維開発,(B) CFRPへの
応用を想定した基礎検討

委託先２
九州大学
(C)新規前駆体Bからの炭素
繊維の開発

委託

再委託先１
京都工芸繊維大学
(D)新規前駆体Aの補完技術開発

再委託 技術・情報

アドバイザー 3-7
炭素繊維製造企業
原料製造企業

進捗報告・情報共有
（年2回：推進委員会を開催）

CFRP関連企業

再委託先２，３
産業技術総合研究所，東京工業大学
(E)物性発現機構の解明

GL：入澤寿平（東海国立大学機構）

ユーザー企業

原料供給企業

※アドバイザー企業
＝関心表明書提出

アドバイザー 8-10
樹脂製造企業
加工企業



• その他、研究開発の進捗管理（マネジメント）や知的財産戦略に関する独自の取り組み等。
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2 ．研究開発マネジメントについて

・オープン，クローズ戦略を明確にし，オープンにすべき技術（オープンにしてもノウハウを教示しない限り真似で
きない技術）は知財委員会の承認を経て，出願（基本， PCT出願）を想定する．ノウハウとしてクローズに
すべき案件はあえて出願しない方針．

• 炭素繊維開発の先進国である日本としてプレゼンスはアピールすべき！！国内外にむけプレスリリース，展示
会，誌上等で対外的な成果発信を積極的に実施する．

１．国内学会行事，海外国際会議での口頭発表

２．国内外の展示会イベントでの出展

３．大学及びNEDOのプレスリリース

４．雑誌報告



• 進捗状況、目標達成に向けたアプローチ

9

３．研究開発成果について

東海国立大学機構

九州大学

- 引張強度1.5 Gpa、ヤング率53 Gpa、伸度2.8%の等方性炭素繊維を製造する

ことに成功した!（しなやかなかつて無い炭素繊維を製造）

- 引張強度2.3 Gpa、ヤング率170 Gpa 、伸度1.3%の等方性炭素繊維を製造する

ことに成功した! （目標物性値達成）



• 進捗状況、目標達成に向けたアプローチ
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３．研究開発成果について



• 研究開発の成果と意義
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３．研究開発成果について



• 特許や論文、学会発表、広報等の取り組み
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３．研究開発成果について

・学会発表：３件

・学会等イベント 招待講演：３件

・プレスリリース：１件（2022年7月19日）



• 実用化・事業化に対する今後の課題と対応方針
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４．今後の見通しについて

１．いつ誰が事業化する？

２．応用面（CFRP化）との連携

３．環境配慮（脱炭素の加速）



• 実用化・事業化のイメージ（成果がどのように使われるか）
• 実用化・事業化に向けた具体的な取り組み（計画や戦略等）
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４．今後の見通しについて

2022年7月19日プレスリリース

１．いつ誰が事業化する？
２．応用面（CFRP化）との連携

関心表明書提出企業との共同開発
体制は構築済み！！
（学内発ベンチャーの利用の可能
性もあり）



• 実用化・事業化のイメージ（成果がどのように使われるか）
• 実用化・事業化に向けた具体的な取り組み（計画や戦略等）
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４．今後の見通しについて



• その他、顕著な経済・技術・社会的な効果、人材育成の取り組み等
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４．今後の見通しについて

低コスト炭素繊維開発

生産エネルギーの低減

FCVの普及に貢献

本研究の直接経済効果

本研究の副次的経済効果

水素社会の実現

自動車・飛行機等他用途への展開

CO２の大幅削減

リ
サ
イ
ク
ル
技
術
（他
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
実
施
中
）

座礁資源の有効活用

HONDA 「クラリティ」 TOYOTA「ミライ」

リサイクル
炭素繊維

CFRP自動車シャーシ

（名古屋大学NCC提供）

787 

A380 

> 30m 

CFRP > 30ton

	 MRJ 

ボーイング787

2030年CF予想使用量：0.4万t/年

2030年CF予想使用量：0.6万t/年以上目標

環境面への効果

経済的効果

最低でも2030年に
1万t/年の生産が
見込まれる．（2020年の
10%シェア相当）

参画企業に
利益的メリット大

多角的に環境面（LCA面）にも貢献！

SDGs等の社会的
ニーズにも対応

本研究の環境への効果

人材育成
国内に炭素繊維製造が可能な
公的研究機関は，２機関（岐阜
大，九州大）
研究者も片手で数えられるほど

入澤，中林（委託先責任者）自
身も経験を積む世代であるが，
若手研究者に技術を伝授し，技
術が途絶えないように，人材育
成にも努めている！


